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本⽇のアジェンダ
p弘前⼤学のデータサイエンス教育
p「データサイエンス基礎」の講義概要と教育効果
p「地域学ゼミナール」の講義概要と教育効果



弘前⼤学のデータサイエンス教育

pリテラシープログラム

pデータサイエンス基礎
p講演＋演習形式

p地域学ゼミナール
p学部横断＋PBL形式



データサイエンス基礎の実施

p講義の構成
p第1回︓ガイダンス
p第2-4回︓データサイエンスの基本知識、応⽤事例、倫理など
p第5-14回︓記述統計、可視化、相関と因果、回帰分析
p第15回︓最終確認テスト

p講義の実施
p講義はオンデマンド(第2-4回)と対⾯(第5-14回)を組み合わせ、柔軟で
効率的な学習環境を提供。

pMoodle上に教材や演習課題、講義動画、テストを⽤意



データサイエンス基礎の教材
p教材(共有可能)

pMoodle（学内限定アクセス）
p講義資料（1-14回分PPTファイル）
p演習課題ファイル（5-14回分Excelファイル）
p講義動画（214回）、演習解説動画（6-14回）
p⾃動採点⽤⼩テスト（2-14回）

p教科書「データサイエンス基礎」（学内限定販売）

p教材の⼊⼿⽅法
p弘前⼤学MDSセンターに問い合わせてください



データサイエンス基礎の学修効果
p初回と第14回⽬に授業アンケート調査を実施した

p問︓⾼校の時の「数学」の履修状況（受講前）

1 :全く知らない・履修していない
2 :名前は聞いたことがあるがよくわからない
3 :ある程度⾃分で理解している
4 :他の⼈に説明できる



データサイエンス基礎の学修効果
p問︓「データサイエンス」に関する回答結果（受講前）

全く知らない・履修していない

ある程度⾃分で理解している

名前は聞いたことがあるがよく
わからない

他の⼈に説明できる



データサイエンス基礎
の学修効果

p問︓データサイエンスの関
連ワード（統計）の認知度
（受講前）

p「因果関係」以降の⽤語につ
いては、理解していないと回
答した⼈が多い

全く知らない 他⼈に説明できる



データサイエンス基礎
の学修効果

p問︓データサイエンスの関
連ワード（統計）の認知度
（受講後）

p「知らない」と回答した割
合が⼤幅に減少

全く知らない 他⼈に説明できる



データサイエンス基礎の学修効果
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4:他の⼈に説明できる



データサイエンス基礎の学修効果
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データサイエンス基礎の学修効果
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p受講前後の「Excelの操作に関する質問」⽐較（ Yesと⾃⼰評価し
た割合）



地域学ゼミナール
p地域学ゼミでは、地域問題を教材と
して、学部横断によるクラス編成の
もとで、問題解決学習を体験する

p地域問題︓⻘森県に特有な地域問題に着
⽬する

p学部横断型︓学⽣に⾃分とは考え⽅や感
じ⽅の異なる⼈々との共⽣・協働を学ぶ
重要な機会



地域問題に着⽬したテーマ

1.弘南鉄道⼤鰐線を存続させるには︖
2.共に⽣きるあおもり―⼦育ての男⼥共同参画実現に向けて取り組むべきことは︖―
3.りんごを海外で売りまくれ︕︕―⻘森県のりんご輸出量を倍増させよ―
4.若者の政治参加を促すには︖
4.⽩神⼭地魅⼒再発⾒―⽩神⼭地観光客数の減少を⾷い⽌めろ―
5.⾝近なところから短命県返上―弘⼤⽣の⽣活習慣病リスクゼロに挑戦―
6.買い物弱者を救え︕
7.オラこんな村イヤだ〜急募︓若者を⻘森に惹きつける⽅法
8.学⽣⽬線の商品開発―地域資源を⽣かした特産品を⽣み出す―
9.その他 (⾃由に設定してかまわない)



学部横断とデータサイエンス
p各クラスのグループ構成

p１グループ５６名、メンバーは異なる学部に所属

p講義の構成
pPart1︓基本スキルの習得
pPart2︓PPDACサイクルの実践（データサイエンスと連動する）
pPart3︓解決策の提案



PBLとAI
p⽣成AI（ChatGPT）と⼀緒にブレインストーミング

p⽬的︓⽣成AI(ChatGPT)の適切かつ効果的な活⽤法を⾝に付けるとともに、 
その問題点（⼈間の思考との違い）について⽐較検討すること

pStep1︓各⾃でブレインストーミング（学⽣⾃⾝でアイデア出し）
pStep2︓同じ問題をChatGPTに聞く
pStep3︓学⽣のアイデアとAIの提案を⽐較し、思考の違いを考察
pStep4︓AIにその思考プロセスを質問し、結果を再考察
pStep5︓⼈間とAIの特性・強み・弱みについてグループで議論し、感想をまとめる



PBLとAI（講義スライド抜粋）



⽣成AIを使⽤した感想
p徐が担当しているクラスから⼀部抜粋

pAIは既存知識に依存しがちであることがわかった

pAIは⼤量の情報を瞬時に提供できる⼀⽅で、⽂脈理解が限定的である
ことを認識。 

p学⽣の「AI活⽤スキル」および「AIに対する理解度」が向上。 

p問題解決においてAIを道具として適切に活⽤するための判断⼒が養わ
れた。



地域学ゼミナールの学修効果
p各班ではグループ活動と発表パフォーマンスに評価する

p徐が担当したクラスを例として︓
p中間発表から⼤幅な進化を成し遂げたグループが多い
pあえて挑戦的なテーマを選択するグループもいた
pPPDACサイクルを回しているうちに問題を再発⾒するグループもいた

p全学18班から最優秀5グループ程度を選出し、その表彰を兼ね
た公開発表会を開催する
p2024年度は3⽉26⽇に⾏う予定



地域学ゼミナールの優秀発表
p徐が担当しているクラスの優秀発表を紹介

p「⻘森県のりんご農家の負担を軽減するには」

p増本広和先⽣が担当しているクラスの優秀発表を紹介
p「⻘森県の県外への若者の流出を減らす」



まとめ
pデータサイエンスリテラシー教育

pデータサイエンス基礎︓データサイエンスを学習するのに必要最⼩限
の知識を備える

p地域学ゼミナール︓PBLでデータサイエンスの応⽤⽅法を実践する

p今後の予定
pデータサイエンス教育をさらに全学に普及していきたい
p地域社会や国際社会への貢献を⽬指していきたい


